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10月11日、女性部・秋のレクレーションは「広島碑めぐ

り＆ホテルビュッフェ」ツアーを行いました。5単組から

家族を含む48名が参加しました。被爆2世のガイドさん

と一緒に平和公園をまわりました。碑めぐりは初めてとい

う参加者も多く、子どもと一緒に平和学習をしたいと家族

での参加もありました。原爆ドーム前からはじまり、原爆

の子の像、7万人の遺骨が眠る原爆供養塔、韓国人原爆犠

牲者慰霊碑、爆風の威力を示す慈仙寺跡の墓石、広島平和

都市記念碑をめぐりました。1時間半の時間ではとても足

りず、残念ながら平和記念資料館にも訪れることができま

せんでした。碑めぐり後、「ホテルリーガロイヤル」で

ビュッフェを楽しみました（このホテル4つ分の高さで原

爆は爆発したと例えられました）。 

～感想文より～ 

・ガイドの方のおかげで自分たちだけでは

知りえないことを知ることができました！ 

・もっとまわりたかった。話を聞きたかっ

た。 

・原爆や戦争のおそろしさを認識しまし

た。 

・もっともっと語り継いでいかないといけ

ないと強く感じた。 

・戦争は過去の話に終わらすためにも「戦

争NO」とはっきり意識して活動していか

なければと思う。 

・またこのような企画をしてほしい。 
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12月12日、第23回大会を開催し、5単組から33名が参加

しました。1年間の活動と単組報告、2015年度方針、役員

体制が確認されました。引き続き３C、３バの実践で元気な

女性部活動を進めていきたいと思います。大会では平松さん

（岡山市職労・保育士）を講師に「保育制度」の学習を行

い、「新制度の問題点がよくわかった」「保育がもうけの対

象に」「子育て支援の充実ではなく経済政策で不平等保育に

なっている」「医療福祉現場の私たちが運動を広げていかな

ければ」「未来を担う子どもの財源を削るなんて」「消費税

をあげるために社会保障を持ち出すな！」など怒りの感想が

多く寄せられました。大会後はフラワーアレンジメント「ク

リスマスツリーづくり」を楽しみました。 

役職 氏名 単組 新再

部長 名村　和美 協プラ労組 再

副部長 秋吉　京子 岡山医療生協労組 再

事務局長 平田　香奈子 医労連 再

運営委員 松尾　敏江 岡山医療生協労組 再

運営委員 筒井　かつよ 倉敷医療生協労組 再

運営委員 中務　愛子 倉敷医療生協労組 再

運営委員 小野　真理巨 林精研労組 再

運営委員 林　万里子 林精研労組 新

運営委員 石野　めぐみ 全医労長島支部 再

運営委員 東　千草 全医労岡山地区協議会 再

～２０１５年度役員体制～ 

また1年よろしく

お願いします！ 

それぞれ

すてきな

ツリーが

で き ま し

た♡ 
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今年で22回目を迎える中国ブロック女性協の「医療

にはたらく女性の集いin宍道湖」が6月24日、松江し

んじ湖温泉ホテル水天閣で開催され、中国5県より

140人が集いました（岡山からは32名）。 

1日目は、各県報告、日本医労連女性協からの基調報

告、松江生協病院の放射線技師の樋野伸一さんによる

記念講演『原発事故5年後の福島の現状と島根原発問

題』、熊本の被災地の状況、医労連共済の話。夜の交

流会は各県の工夫の凝らされた替え歌や踊りが披露さ

れ大変な盛り上がりでした。2日目は4つの分科会（島

根原発見学、アロマ、勾玉づくり、松江城と堀川遊

覧）にわかれて学び交流を深めました。 

広島：熊本支援「くまもんダンス」 

山口：ベルばら寸劇 

岡山はヤングマ

ンの替え歌で「野

党共闘」を披露♪ 

鳥取：「フォーチュンクッキー」 

島根：石見神楽「恵比寿舞」 

 

建設費4600億円で現在稼働申請中の3号機を何

としても動かしたい中電。廃炉が決まっている1号

機は廃炉までこれから少なくとも30年、使用済み

核燃料の問題は未解決。松江市街地からは約

10km。活断層もすぐそばを走る危険な原発。 


